
11 1st 11
11 2nd 9

11 3rd 20

12 4th 8

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 12 0 5 2 1 4 × 8 0 4 0 2

5 DNP 0 0 0 0 0 5 × 5 1 1 0 4

6 DNP 0 0 0 0 0 6 × 0 0 0 0 0

7 × 10 0 5 0 5 7 × 18 0 6 6 2

8 DNP 0 0 0 0 0 8 × 15 0 5 5 2

9 DNP 0 0 0 0 0 9 / 2 0 1 0 4

10 × 17 2 4 3 4 10 DNP 0 0 0 0 0

11 × 0 0 0 0 1 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 × 2 0 0 2 0 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 / 4 0 2 0 3 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

45 2 16 7 14 48 1 17 11 14

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

BOXスコア

TEAM  A 今治南

小森　颯太

実践学園

青木　創一朗

村上　敬汰

松尾　河秋

選　手　氏　名

松尾　海我(CAP)

近藤　風磨

川内　雄雅

矢野　直樹

渡部　一輝

小宮山　駿帆

江原　信太朗

五味　龍之介

渡辺　晃盛

加藤　健

木原　陸

片山　敦凱 保髙　優平

本間　合

島元　奏多

野田　駿介

足立　雅憲

山口　流聖

浅海　吉彦

記載者 塩谷　圭司 （所属）

露木　真弥

　連日の接戦を勝ち上がった今治南（愛媛）と、４年連続ベスト４の実践学園（東京）の準決勝。今治南はハーフコートDef、実践学園
はオールコートDefでスタート。今治南は＃４、＃１０のドライブを中心に攻撃する。それに対し、実践学園は＃７のポストプレーを軸
に攻めた。１Ｑを１１－１１と互いに譲らない。２Ｑ、実践学園＃５の３Ｐでリードするが、互いにゴール下のシュートを落とし、両チーム
とも得点を伸ばすことができない。２Ｑ中盤、今治南の＃１０のドライブ、３Ｐで今治南１８－１８実践学園の同点となる。残り２分、今
治南のタイムアウト後、今治南＃４、＃７の連続得点で逆転し、前半を今治南２２－２０実践学園で折り返す。
　３Ｑに入り、実践学園＃７のインサイドのプレーがようやく決まり出す。その際、実践学園＃７にマッチアップしていた今治南＃１０の
ファウルがかさむ。今治南は実践学園＃７の対応のためにタイムアウトをとるが、その直後に実践学園＃７がゴール下でバスケット
カウント、今治南＃１０のファウル数が４つ目となる。今治南２７－３３実践学園。今治南は＃１０をベンチに下げると、実践学園は一
気にリードを１０点とする。今治南は＃１０を戻し挽回をはかるが、３Ｑ今治南３３－４０実践学園でこのＱを終える。４Ｑ前半は両チー
ムのDefにより、相手に得点を許さない。その後、実践学園＃８が連続得点し、今治南３５－４６実践学園。残り１分、今治南＃４が
ジャンプシュートを決め６点差となる。その直後、今治南が＃１６のスティールからのシュートで得点。今治南＃１０の３Ｐで追い上げ
るが、実践学園はしっかりボールをキープし、今治南４５－４８実践学園で実践学園が接戦を制した。

齊藤　翔吾

櫻井　椋介髙橋　幸丈

阿波井　来勝

福井県中体連バスケットボール専門部

戦　　評

合計

森　圭司
合計

コーチコーチ 村上　翔子

○

今治南

(愛媛)

実践学園

(東京)

選　手　氏　名

海貝　太一

五島　大成(CAP)

TEAM  B

45

（なし）

（なし）

48

TEAM  A

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

 福井市体育館

2016年8月25日(木)

ＦＢコート　第１試合

会　　場

●

日　時

得点経過

山内　正隆

田中　充・比嘉　涼太

男　準決勝

10:00

TEAM  B

副審

主審
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